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令和 5年度 東陽圏域 地域連携検討会の開催について（ご案内） 

 

清秋の候、皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。また、平素より在宅医療・

介護連携推進事業  並びに地域包括支援センター業務にご理解ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

さて、東陽地域包括支援センターと大分市連合医師会は、圏域の在宅医療・介護連携の現状を把

握し、課題の抽出とその対応策等を検討するため、毎年、医療・介護関係者等が参画する地域連携検

討会を共同で開催しており、本年度も下記のとおり開催いたします。 

つきましては、圏域内の皆様の相互理解とネットワークづくりの機会としてもご活用いただければと考え

ておりますので、ご多用中とは存じますが、多くの専門職種の方々のご参加をお願い申し上げます。 

なお、今年度は昨年同様に会場開催とさせて頂きます。感染症対策につきましては、各自のご

判断でお願いいたします。 

参加を希望される方は、１１月２日（木）までにＦＡＸにてお申込みください。ご不明な点がござ

いましたら、ご遠慮なくお問い合わせください。 

 

記 

１ 日 時  令和 5 年 11 月 10 日（金） １８：３０～２０：００ 

２ 会 場  高田校区公民館 2 階 集会室（集合形式） 

３ 対 象  医師、歯科医師、薬剤師、看護師、相談員、ケアマネジャー、栄養士、歯科衛生士、 

リハビリ職、ホームヘルパー、その他 医療機関・介護事業所関係者  

４ 内 容  視点の違う多職種による疼痛との向き合い方 

詳細は同封のチラシをご覧ください。 

 ５  圏  域  

   

東陽 

東陽中学

校区(別保

小校区含

む） 

高田小 大字下徳丸 大字関園 大字常行 大字鶴瀬 大字丸亀 大字南 

川添小 
大字迫 大字種具 つるさき陽光台 大字広内 大字宮河内 

宮河内ハイランド リバーサイド若葉台 大字丹川（宮河内ハイランド） 

別保小 大字葛木（葛木団地、森） 大字森(鶴崎ｺｽﾓｽ団地、森、森住宅団地、葛木団地) 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【お問い合わせ先】 

大分市連合医師会 在宅医療部 

大分市在宅医療・介護連携支援センター 担当：太田・宮本  

TEL：０９７－５２９－７８５１ 



 

 

 

 

 

東陽圏域地域連携検討会参加申込書 

１ 所属機関・所属事業所 

名 称 ：                                                       

ＴＥＬ：                        ＦＡＸ：                       

２ 参 加 者 

氏 名 職 種 備考 

   

   

   

   

   

【お問い合わせ先】 連絡先： 070-2336-1357  （大分市 在宅医療・介護連携支援センター） 

          会  場 ：  高田校区公民館 ２階 集会室 

          日  時 ：  令和 5年 11月 10日(金) 18：30～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場で,皆さまのお越しをお待ちしております。（東陽地域包括支援センター、大分市 在宅医療・介護連携支援センター） 

） 

大分市在宅医療・介護連携支援センター行き 

ＦＡＸ：０９７－５２９－７８７２  締切り 11/２ (木) 

 

東陽 

高田校区公民館 

↓ 



東陽圏域地域連携検討会
地域包括支援センターと大分市連合医師会は、圏域の在宅医療・介護連携の現状を把握し、
課題の抽出とその解決策等を検討するため、 医療・介護関係者等が参画する「地域連携検討
会」を共同で開催しています。

日時 : 令和5年11月10日（金）18:30～20:00

東陽地域包括支援センター

大分市在宅医療・介護連携支援センター
<大分市連合医師会在宅医療部＞

〒870-0876
大分市大字荏隈字庄の原1790番地1
（大分郡市医師会内）

TEL:097-529-7851 FAX:097-529-7872
E-Mail：zaitaku@oitamd.com
https://www.oita-renkeishien.jp

会場 : 高田校区公民館 2階 集会室

視点の違う多職種による
疼痛との向き合い方

日々の業務の中で痛みを訴えられる利用者さんはいませんか？

職種や利用者さんと関わる立場によって、みえてくる情報が異なります。
それぞれの視点を知ることがチームとして本人のQOLをあげることにつながっていきます。

事例をとおして多職種で話し合ってみませんか。

 18:30～19:45 ミニワーク ・ グループワーク

 講話 “疼痛” との向き合い方
 ～明日から対象者とどう関わるか？～

 講師  デイサービスセンター楽二目川センター
作業療法士 児玉 隆典 氏

 19:45～ 20:00  まとめ・発表

お申込み方法は別紙をご参照ください。 申込〆切 ▶ 令和5年11月2日（木）


